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教育研究原著論文 

１）学会発表 

1．上村 守，戸田伊紀，川島 渉，角 陽一，松本尚馬，諏訪文彦．部分的重複内頸静脈におけ

る考察．第 62 回歯科基礎医学会学術大会 2020．9．11 Web 開催． 

2．Yoshimoto G，Kawashima W，Uemura M．Morphological effects of the osteoporosis and the 
bisphosphonates for rat maxillary gingiva．第 62 回歯科基礎医学会学術大会 2020．9．11 Web
開催． 

 

総説 

1．上村 守．大阪歯科大学 解剖学講座 主任教授就任にあたって －マクロレベルとミクロレ

ベルの血管の走行を求めて－．解剖学雑誌 2020；95：41-42． 

 

著書 

1．戸田伊紀．共著．ナーシング・グラフィカ EX 疾患と看護⑥ 眼/耳鼻咽喉/歯・口腔/皮膚．

大阪：メディカ出版 2020：256-261． 

2．馬場俊輔，戸田伊紀．共著．インプラント YEARBOOK 2020．東京：クインテッセンス出版 

2020：12-21． 

  

大阪歯科大学 教育研究論文目録 凡例 

 

1．大阪歯科大学における 2020 年（2020 年 1 月 1 日～2020 年 12 月 31 日）の研究業績をまとめたもの

である。 

2．業績は所属別とし、 

1．教育研究原著論文 １）印刷公表、２）学会発表（筆頭発表者が当該部署所属）、 

2．臨床症例報告 １）印刷公表、２）学会発表（筆頭発表者が当該部署所属）、 

3．総説、4．著書 の順に配列する。 

3．印刷公表論文の記載は、①著者名．②題名．③掲載誌 ④発行西暦年；⑤巻 ⑥(号)：⑦初頁-終頁．

（通巻ページ）の順とする。電子ジャーナルのみの場合、⑦は DOI（総ページ数）を記入する。 

4．学会発表の記載は、①演者名．②演題名．③発表学会名 ④発表西暦年.月.日 ⑤開催地.の順と

する。なお、ポスター発表の発表日は質疑応答日とし、質疑応答日のない場合は学会初日とする。

誌上開催、Web 開催、ハイブリッド開催の場合、発表日は学会初日、開催地は「誌上開催」、「Web

開催」「開催地／Web 開催」とする。 

発表学会名は第○回、開催地は都市名を記入し東京都 23 区は「東京」とする。 

国際学会は都市名、国名を英語で記入し、米国は州名（フルネーム）も記入する。 

例：（第 62 回歯科基礎医学会学術大会  2020.9.11 鹿児島市.） 

  （98th General Session & Exhibition of the IADR 2020.3.18 Vancouver, Canada.） 

5．臨床症例報告の記載は、3、4 と同一とする。 

6．総説の記載は、①著者名．②題名・表題．③掲載誌 ④発行西暦年；⑤巻 ⑥(号)：⑦初頁-終頁．

（通巻ページ）とする。 

7．著書の記載は、①著者名．②単著・共著・監修・編集・訳の別．③書名．④出版都市名：⑤出版社

または発行所 ⑥発行西暦年：⑧初頁-終頁．の順とする。 

8．欧文で発表されたものは、次の例にならって表記するものとする。 

  例：Nishikawa T, Tanaka A. Confocal laser scanning ～. J Osaka Dent Univ  2020；54(1)：***-***． 

9．雑誌名は、和文はフルネームで記載、欧文は「Index Medicus」に従って略記するものとする。 

10．本学以外の共著者については、本文中に該当共著者の右肩に＊と番号を記載し、最終ページに脚注

として本文記載の記号と番号を付して、番号順に記載する。 

本文例：○山×雄、△川□次＊、×田○夫＊2、□松×子．題名．掲載誌 2020；1：1-10． 

脚注例：＊ 奥羽大学 ＊2 新潟大学 

（欧文論文であっても国内の場合は和文で記載 Osaka Dental University → 大阪歯科大学） 

11．学会賞等を受賞した論文等は、末尾に括弧を付してその旨を記載する。 

例：（第〇〇回日本△△学会ポスター賞受賞）、（日本○○学会会長賞受賞）等 
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